
千 葉 市 社 会 福 祉 事 業 振 興 資 金 貸 付 要 綱 

 

（目的） 

第 1 条 市長は、民間社会福祉事業の振興育成の一環として、社会福祉法人、財団法人及

び社団法人(以下「社会福祉法人等」という。)が設置運営する社会福祉施設の整備に必

要な資金を低利で融資することを目的として社会福祉法人千葉市社会福祉協議会（以下

「市社協」という。）に設置する千葉市社会福祉事業振興資金（以下「振興資金」という。）

に必要な資金を貸し付けるものとする。 

 （振興資金運営の基本原則） 

第２条 市社協は、振興資金の業務執行に当たっては、この要綱の定めるところに従って

公平かつ適切に行い、経費は特別会計を設けて処理しなければならない。 

２ 振興資金の業務執行に要する経理は、振興資金の融通により生じた利子収入をもって

これに充てるものとする。 

 （申請） 

第３条 振興資金に必要な資金の貸付を受けようとするときは、申請書（様式第 1 号）を

市長に提出しなければならない。 

 （貸付期間等） 

第４条 市長が貸付けた振興資金に必要な資金の貸付期間は、この事業が完了するまでと

する。 

２ 事業が完了したときは、市長が別途定める日までに市からの貸付金を全額返還するも

のとする。 

 （運営委員会の設置） 

第５条 市社協は、振興資金の運営の適正を期するため、千葉市社会福祉事業振興資金運

営委員会（以下「運営委員会」という。）を設置しなければならない。 

２ 運営委員会の委員は、学識経験者、千葉市関係職員、施設関係者及び市社協関係者を

もって、構成するものとする。 

 （貸付対象） 

第６条 市社協が、振興資金の貸付を行うことのできるものは、つぎのとおりとする。 

（１）社会福祉法人等が設置運営する社会福祉施設の整備に必要な経費 

（２）運営委員会がとくに必要と認めたもの 



（貸付基準） 

第７条 市社協から、振興資金の貸付を受けるものは、つぎの条件を備えていなければな

らない。 

（１）貸付の対象となる整備計画が適切で、かつ実施が確実なものであること。 

（２）貸付金の使途が適正であること。 

（３）債務の履行の見込みが確実であること。 

（４）相当の物上担保を有するか、又は確実な保証人があること。 

（貸付の制限） 

第８条 市社協は、振興資金又はこれと類似する制度から融資を受けその元利金の償還を

履行していない者の場合は、新たに振興資金の貸付を行ってはならない。 

  ただし、災害その他特別の事由があり、運営委員会が振興資金を貸し付けることを必

要と認めたときは、この限りではない。 

（貸付限度額） 

第９条 振興資金の貸付額は、貸付対象事業に要する経費から貸付対象者が対象事業のた

めに得た各種補助金、共同募金配分金、寄付金及び振興資金と類似の制度から融資を受

けた額を差し引いた額とし、１施設８００万円を限度とする。 

  ただし、運営委員会で特に必要と認めたときはこの限りではない。 

 （貸付利率及び貸付期間） 

第１０条 振興資金の貸付利率は年利３パーセントとする。 

２ 貸付期間は、貸付額２００万円までは 5 年とし、４０万円を増すごとに１年を加えた

期間以内とする。 

  ただし、借受者が償還財源を得たときは、借受期間を短縮の上返済しなければならな

い。 

３ 災害その他特別の事由があると運営委員会が認めたときは、前項によらないことがで

きる。 

（担保） 

第１１条 振興資金の貸付は、物上担保によって行う。 

  ただし、運営委員会において確実な保証人が２人以上あると認めたときは、これを免

除し、又は設定について猶予することができる。 

（借入の申込み） 



第１２条 振興資金借入の申込みは市社協で受け付けるものとする。 

２ 振興資金借入の申込書には、次の書類を添付させなければならない。 

（１）  資金借入理由書 

（２）  整備計画書 

（３）  資金計画書 

（４）  償還計画書 

（５）  資産状況書 

（６）  当該年度の収支予算書 

（７）  前年度の収支決算書 

（８）  財産目録 

（９）  物上担保又は保証人の状況 

（10）  その他、振興資金借入に必要な書類   

（類似制度の優先利用） 

第１３条 市社協は、振興資金借入申込書が振興資金と類似の制度を利用できるときは、

それらの制度を優先的に利用させなければならない。 

（計画変更の承認） 

第１４条 貸付の決定を受けた者が、その貸付の対象である施設整備計画に重要な変更を

加えようとするときは、運営委員会の承認を受けなければならない。 

（貸付の決定） 

第１５条 市社協は、借入の申込みを受けたときは貸付に必要な調査を行い、第 7 条に示

す基準により貸付目的を有効に達し得るかどうかを審査し、運営委員会の意見を聞き当

該事業年度における貸付可能な状況を勘案の上、貸付額を決定するものとする。 

２ 市社協は、前項の貸付決定をするときは、全体的社会福祉施設整備計画及び補助金、

共同募金配布金、類似制度利用計画との調整をはかるものとする。 

３ 市社協は、前２項により借受者及び貸付額を決定したときは、速やかに当該借受者に

通知しなければならない。 

（貸付金の交付） 

第１６条 市社協は、前条により貸付の決定を受けた者と所定の貸付契約を締結して、貸

付金の交付を行うものとする。 

２ 市社協は、前項の契約手続を完了したときは、借受者に遅滞なく貸付金の一部又は全



部を交付するものとする。 

（償還の猶予） 

第１７条 市社協は、災害その他特別の事由があると認めたときは運営委員会の意見を聞

き、当該借受者の元利金について、その償還を一時猶予することができる。 

（貸付金の返還） 

第１８条 市社協は、借受者が正当な理由なくして貸付の対象である施設整備を行わなか

ったときは、運営委員会の意見を聞き、当該借受者に対して期日を定め、その交付した

貸付金の一部又は全部の返還を要求しなければならない。 

（延滞利子） 

第１９条 市社協は、市社協が定める期日までに元利金の償還を履行しない者に対しては、

年１０．９５パーセント以内の割合をもって延滞利子を徴収することができる。 

（欠損補てん金の積立て） 

第２０条 市社協は、毎年度、当該年度の償還利子の合計額に 100分の１５を乗じた額を

欠損補てん金として積立てなければならない。 

２ 前項の積立金は、確実な金融機関に預金又は確実な有価証券に替えて保管するものと

し、これを取り崩すときは、運営委員会の意見を聞き市長の承認を受けなければならな

い。 

（指導監査） 

第２１条 市社協は、振興資金の運営に関する諸規定を制定しなければならない。 

２ 市社協は、前項の諸規定の制定又はこれらの改正並びに当該年度の収支予算書につい

ては、あらかじめ市長の承認を受けなければならない。 

３ 市長は、振興資金の運営状況について、随時審査を行い、その結果によっては必要な

改善命令をすることができる。 

（事業報告） 

第２２条 市社協は、４半期ごとの振興資金貸付状況報告書（様式第２号）を当該４半期

終了後１０日以内に、また、振興資金貸付事業報告書（様式第３号）を毎年度終了後３

か月以内に決算書を添えて、市長に提出しなければならない。 

   附  則 

この要綱は、平成４年４月１日から施行する。 

  附  則 



この要綱は、令和２年４月１日から施行する。 

  附  則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 



 様式第１号  

第     号  

  年  月  日  

 

（あて先）  

千葉市長  

社会福祉法人 千葉市社会福祉協議会  

  会  長             印  

 

 

 

千葉市社会福祉事業振興資金貸付金について（申請）  

 

社会福祉法人等が設置運営する社会福祉施設の整備に必要な資金として、  

下記のとおり千葉市社会福祉事業振興資金を貸し付けてくださるよう関係  

書類を添えて申請いたします。  

 

 

 

 

 

記  

 

１ 金  額              円  

 

 

（添付書類）  

１ 振興資金貸付財源及び貸付計画書  別紙 １  

２ 収支予算書  

 

 

 

（※）記名押印又は本人（代表者）が署名してください。ただし、押印又は署名以

外の方法により本人（代表者）からの申請であることを確認できる場合は記名

のみで可。  



様式第２号  

第     号  

  年  月  日  

 

（あて先）  

千葉市長  

社会福祉法人 千葉市社会福祉協議会  

  会  長             印  

 

 

 

千葉市社会福祉事業振興資金貸付状況報告書の提出について  

 

このことについて、第 四半期分については下記のとおりですので、関係

書類を添えて提出いたします。  

 

 

 

 

記  

 

 

   １ 千葉市社会福祉事業振興資金貸付状況報告書     別紙１のとおり  

   ２ 千葉社会福祉事業振興資金貸付決定状況報告書    別紙２のとおり  

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）記名押印又は本人（代表者）が署名してください。ただし、押印又は署名以

外の方法により本人（代表者）からの申請であることを確認できる場合は記名

のみで可。  



様式第３号  

第     号  

  年  月  日  

 

（あて先）  

千葉市長  

社会福祉法人 千葉市社会福祉協議会  

  会  長             印  

 

 

 

千葉市社会福祉事業振興資金貸付事業報告書の提出について  

 

  年度において貸付を受けた標記事業が完了しましたので、関係書類を

添えて提出いたします。  

 

 

 

 

 

 

 

    （添付書類）  

 

    １ 決算書又は決算見込書抄本  

 

 

 

 

 

 

 

（※）記名押印又は本人（代表者）が署名してください。ただし、押印又は署名以

外の方法により本人（代表者）からの申請であることを確認できる場合は記名

のみで可。  



別紙　１

内 訳

本年度貸付資金
計 画 額

（単位：千円）

本 年 度 貸 付
予 定 件 数

（ 単 位 ： 件 ）

本年度貸付予算額

（ 単 位 ： 千 円 ）

市 貸 付 金

償 還 金

前 年 度 繰 越 金

欠 損 補 て ん 金

合 計

　　　　　　　　　　振興資金貸付財源及び貸付計画書



別紙　１

本 年 度

貸 付 資 金 前 期 ま で 今 期 合 計 備 考 前 期 ま で の 今期貸付済額 合 計 残 額 備 考

計 画 額 の 累 計 貸付済額累計

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ(B+C) Ｅ Ｆ Ｇ(E+F) Ｄ－Ｇ

市 貸 付 金

償 還 金

前年度繰越金

欠損補てん金

合 計

注　　添付書類として施設別の償還金を添付すること

貸 付 金貸 付 資 金

内 容

（単位：円）

自　　　    　　　年　　　月　　　日
千葉市社会福祉事業振興資金貸付状況報告書

至　　　    　　　年　　　月　　　日



別紙　２

施 設 名 申 請 金 額 備 考 決 定 額 備 考

　 　　　　　　　　　　円 　　　　　　　　　　円

今 期 計 （　　　　　　　　　件）
　　　　　　　　　　円

（　　　　　　　　　件）
　　　　　　　　　　円

前 期 ま で の 累 計 （　　　　　　　　　件）
　　　　　　　　　　円

（　　　　　　　　　件）
　　　　　　　　　　円

今 期 累 計 （　　　　　　　　　件）
　　　　　　　　　　円

（　　　　　　　　　件）
　　　　　　　　　　円

自　　　    　　　年　　　月　　　日
至　　　    　　　年　　　月　　　日

千葉市社会福祉事業振興資金貸付決定状況報告書


